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□
芳
賀
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

内
容　

地
方
税
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
の
に
伴
い
、町
の
税
条
例
を

一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

主
な
改
正
点

①
個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
制
度
の
見
直
し
で
年

間
の
徴
収
税
額
の
平
準
化
を
図
っ
た
。

②
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の

分
離
課
税
が
、一
般
株
式
等
に
係
る

譲
渡
所
得
等
の
分
離
課
税
と
上
場

株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
分

離
課
税
に
改
正
さ
れ
こ
と
に
伴
う

も
の
で
す
。

（
質
疑
討
論
な
し
・
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

内
容  
地
方
税
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
の
に
伴
い
、町
の
税
条
例
を

一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

①
地
方
税
の
再
分
配
を
目
的
と
す

る
地
方
法
人
税
が
創
設
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、法
人
町
民
税
の
法
人
税

割
の
制
限
税
率
を
100
分
の
1
4.
7

か
ら
100
分
の
1
2.

1
に
2.

6
ポ
イ

ン
ト
引
き
下
げ
を
行
う
も
の
で
す
。

②
外
国
人
に
対
し
て
国
際
課
税
の

原
則
を
見
直
し
、総
合
主
義
か
ら

帰
属
主
義
に
変
更
す
る
こ
と
に
伴
う

改
正
で
す
。

③
社
会
福
祉
法
人
等
が
小
規
模
保
育

事
業
及
び
認
定
こ
ど
も
園
の
固
定
資

産
に
つ
い
て
非
課
税
と
す
る
特
別
措

置
を
講
じ
る
も
の
で
す
。

④
軽
自
動
車
税
の
税
率
引
き
上
げ
に

伴
う
改
正
で
す
。二
輪
車
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
四
輪
車
に
つ
い
て

は
平
成
27
年
度
以
降
新
た
に
登
録
さ

れ
た
も
の
の
税
率
を
従
来
の
1.

2
5

倍
又
は
1.

5
倍
の
額
と
す
る
も
の
で

す
。ま
た
、初
め
て
車
両
番
号
の
指
定

を
受
け
た
月
か
ら
起
算
し
て
13
年
以

上
経
過
し
た
3
輪
以
上
の
軽
自
動
車

に
つ
い
て
税
率
の
お
お
む
ね
100
分
の

20
を
上
乗
せ
す
る
特
例
措
置
を
講
じ

る
も
の
で
す
。

（
質
疑
討
論
な
し
・
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
国
民
健
康
保
健
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容 

低
所
得
者
の
軽
減
措
置
の
対

象
を
拡
大
す
る
た
め
、国
保
税
の
5

割
・
2
割
軽
減
の
対
象
と
な
る
世
帯
の

軽
減
判
定
所
得
に
つ
い
て
、被
保
険
者

の
人
数
に
乗
ず
る
額
を
35
万
円
か
ら

45
万
円
と
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
ず

る
も
の
で
す
。

□
芳
賀
町
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

内
容　

事
業
者
が
都
市
再
生
の
た
め

に
取
得
し
た
公
益
施
設
や
公
共
交
通

施
設
等
に
対
す
る
特
例
の
追
加
で
す
。

（
質
疑
討
論
な
し
・
原
案
可
決
）

□
平
成
25
年
度
芳
賀
町
一
般
会
計
補

正
予
算

内
容　

主
な
歳
入
は
、普
通
交
付
税

の
再
算
定
に
よ
り
、1
億
321
万
6
千

円
を
増
額
、市
町
村
総
合
交
付
金
の

交
付
実
績
に
よ
り
865
万
3
千
円
を
減

額
、地
方
交
付
税
の
増
額
が
見
込
め

る
こ
と
に
よ
り
、町
債
3,
6
5
0
万

円
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
歳
出
は
、財
政
調
整
基
金
に

5,
8
0
6
万
3
千
円
を
積
み
立
て
る

も
の
で
す
。

□
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報

告
に
つ
い
て（
平
成
25
年
度
一
般
会

計
）

□
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報

告
に
つ
い
て
（
平
成
25
年
度
芳
賀

町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

内
容 

そ
れ
ぞ
れ
平
成
26
第
2
回
芳

賀
町
定
例
会
に
お
い
て
繰
越
明
許
費

の
議
決
さ
れ
た
も
の
を
、平
成
26
年

度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

〈〈  

補補  

正正  

予予  

算算  

〉〉

〈〈  

報　
　
報　
　

    

告告  

〉〉

６月定例会
の概要

　平成２６年第３回町議会定例会は、６月３日から６日までの４日間の会期で開かれました。　平成２６年第３回町議会定例会は、６月３日から６日までの４日間の会期で開かれました。

　初日の3日は、町長から提出された全議案の提案理由の説明と２議案の採決、５日には、４名　初日の3日は、町長から提出された全議案の提案理由の説明と２議案の採決、５日には、４名

の議員が一般質問を行い、６日には残り議案の質疑・採決が行われ、慎重審議の結果、全件原案の議員が一般質問を行い、６日には残り議案の質疑・採決が行われ、慎重審議の結果、全件原案

のとおり可決し、閉会しました。のとおり可決し、閉会しました。

条例制定・一般会計補正予算など 17議案を可決

〈
条
例
改
正
等
〉

〈
条
例
改
正
等
〉
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地
方
自
治
法
施
行
令
第
146
条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
に
よ
り
報
告
す
る
も
の

で
す
。

□
公
益
財
団
法
人
芳
賀
町
農
業
公

社
の
経
営
状
況
説
明
書
の
提
出
に

つ
い
て

□
芳
賀
町
ロ
マ
ン
開
発
株
式
会
社
の

経
営
状
況
説
明
書
の
提
出
に
つ
い
て

内
容　

地
方
自
治
法
第
243
条
の
3

第
2
項
の
規
定
に
よ
り
、両
法
人
の
経

営
状
況
に
つ
い
て
、同
法
施
行
令
第
173

条
第
1
項
に
規
定
す
る
両
法
人
の
経

営
状
況
を
説
明
す
る
た
め
、平
成
26

年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
を
報
告

す
る
も
の
で
す
。

質
疑　

北
條　

勲
議
員

（
討
論
な
し
・
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

内
容　

芳
賀
台
地
内
に
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
が
完
成
し
た
こ
と
に
伴
い
、そ
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
定

め
る
も
の
で
す
。こ
の
施
設
は
、バ
ス
利

用
者
の
利
便
性
の
向
上
、交
通
安
全

の
確
保
及
び
路
線
バ
ス
の
円
滑
な
運

行
を
図
る
た
め
、路
線
バ
ス
専
用
通

路
、駐
車
場
、二
輪
駐
車
場
、待
合
所

を
設
け
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、路
線
バ
ス
事
業
者
及
び
バ
ス

利
用
者
の
駐
車
料
金
に
つ
い
て
は
無

料
と
し
ま
す
。

（
質
疑
討
論
な
し
・
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

内
容　

主
要
地
方
道
宇
都
宮
・
茂
木

線
芳
賀
バ
イ
パ
ス
の
全
線
開
通
に
伴

い
、旧
道
部
分
が
町
に
移
管
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、2
路
線
と
し
て
認
定
す
る
も

の
と
、国
道
123
号
水
橋
バ
イ
パ
ス
の
整

備
に
伴
い
、取
り
付
け
道
路
と
し
て
整

備
さ
れ
る
2
路
線
を
認
定
す
る
も
の

で
す
。

（
質
疑
討
論
な
し
・
原
案
可
決
）

□
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
防
災
行
政
無
線
施
設
デ
ジ
タ
ル

化
更
新
工
事
）

▼
契
約
金
額   

４
億
３,
７
４
０
万
円

▼
相
手
方　
　

東
京
都
杉
並
区
荻
窪

　

４
丁
目
30
番
16
号

▼
日
本
無
線
株
式
会
社

　

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
部
長　

永
村
猛

□
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
旧
芳
賀
高
等
学
校
校
舎
等
解

体
工
事
）

▼
契
約
金
額　

2
億
390
万
4
千
円

▼
相
手
方　
　

芳
賀
町
大
字
祖
母
井

　

500
番
地

▼
竹
石
建
設
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

竹
石　

峰
夫

□
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
芳
賀
町
民
会
館
調
光
舞
台
照
明
改

修
工
事
Ⅱ
期
）

▼
契
約
金
額
8,
4
5
7
万
4
千
8

　

百
円

▼
相
手
方　

宇
都
宮
市
中
里
町
167
番
地

▼
テ
ク
ノ
産
業
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

塩
井　

賢
一

内
容　

3
件
と
も
事
後
審
査
型
条

件
付
き
一
般
競
争
入
札
の
請
負
契
約

を
締
結
す
る
も
の
で
す
。　

防
災
行
政

無
線
施
設
デ
ジ
タ
ル
化
更
新
工
事
の

請
負
契
約
は
、3
社
か
ら
入
札
参
加

申
込
が
あ
り
ま
し
た
が
、2
社
が
辞

退
し
、1
社
で
の
入
札
と
な
り
ま
し
た
。

　

旧
芳
賀
高
等
学
校
校
舎
等
解
体
工

事
請
負
契
約
は
6
社
が
入
札
に
参
加

し
て
行
い
ま
し
た
。

　

町
民
会
館
調
光
舞
台
照
明
改
修
工

事
Ⅱ
期
は
4
社
が
入
札
に
参
加
し
て

行
い
ま
し
た
。

質
疑　

小
林　

一
男
議
員

（
討
論
な
し
・
原
案
可
決
）

〈〈  

町町  

道道  

認認  

定定  

〉〉
を無請

〈〈  

契　
　
契　
　

    

約約  
〉〉

　
□
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入

内
容　

6
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札

で
す
。

▼
契
約
金
額　

1,
2
8
5
万
2
千
円

▼
相
手
方　

小
山
市
喜
沢

　

１
３
９
４
番
地

▼
合
資
会
社　

渡
辺
商
店

　

代
表
社
員　

渡
辺
圭
一

□
平
成
26
年
度
芳
賀
町
一
般
会
計
補

正
予
算

内
容   

総
額
に
１
億
1,
7
6
8
万

2
千
円
を
追
加
し
、予
算
総
額
を

78
億
３,
８
４
８
万
２
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

主
な
歳
出
は
、民
生
費
は
消
費
税

増
税
に
対
応
し
た
臨
時
福
祉
給
付

金
給
付
費
４,
２
２
１
万
４
千
円
及

び
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

１,
６
３
４
万
２
千
円
、地
域
介
護
・

福
祉
空
間
整
備
等
施
設
整
備
交
付

金
１,
５
０
０
万
円
な
ど
で
す
。教

育
費
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
理
費
用

１,
８
８
９
万
３
千
円
、中
学
校
で

行
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
推
進
事
業

１
１
０
万
３
千
円
等
で
す
。

質
疑　

見
目　

匡
議
員

（
討
論
な
し
・
原
案
可
決
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

内
容　

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
を
、引
き
続
き
阿
久
津
正
敏
氏

を
最
適
任
者
と
し
て
、法
務
大
臣
に

推
薦
す
る
も
の
で
す
。

（
質
疑
討
論
省
略
・
原
案
可
決
）

〈〈  

補補  

正正  

予予  

算算  

〉〉

〈
財
産
の
取
得
〉

〈
財
産
の
取
得
〉
〈〈  

同同    

意意    

案案  

〉〉
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問　
芳
賀
町
だ
か
ら
で
き
る
少
子
化

　
　
　
対
策
、栃
木
県
内
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
の
昼
夜
間
人
口
比
率
180
％
町
外
か

ら
の
通
勤
者
を
芳
賀
町
に
住
ん
で
も

ら
う
対
策
は
。

答　
町
長　

芳
賀
町
に
は
立
派
な

　
　
　

工
業
団
地
が
あ
り
ま
す
。
若

い
方
が
た
く
さ
ん
勤
め
て
お
り
ま
す
。

し
っ
か
り
と
対
策
を
講
じ
れ
ば
若
年

層
の
定
住
対
策
や
少
子
化
対
策
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て

　
　
　

第
3
子
か
ら
の
出
産
祝
い
金

な
ど
の
支
援
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。答　

町
長　

少
子
化
対
策
は
町
の

　
　
　

重
要
課
題
で
あ
り
総
合
的
な

対
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
昨
年
立

ち
上
げ
た
少
子
化
対
策
検
討
委
員
会

に
お
い
て
第
3
子
以
降
の
特
別
支
援

の
実
施
を
含
め
出
生
率
向
上
や
人
口

の
流
入
、
定
住
促
進
、
結
婚
の
促
進

な
ど
少
子
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

問　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
に
伴
い
、新
た
な

　
　
　
賑
わ
い
を
少
子
化
対
策
や
定

住
対
策
に
ど
う
反
映
さ
せ
る
の
か
伺

い
ま
す
。

答　
町
長　

停
留
所
や
交
通
結
節

　
　
　

点
な
ど
、
施
設
整
備
計
画
の

検
討
と
併
せ
て
新
た
な
住
宅
地
、
工

業
用
地
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
も
関

係
機
関
と
協
議
・
調
整
を
図
り
な
が

ら
検
討
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
婚
活
に
つ
い
て
は
地
元
Ｎ
Ｐ

　
　
　

Ｏ
に
託
し
て
、
他
市
町
村
と

協
力
し
な
が
ら
地
元
か
ら
の
活
性
化

を
図
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　
町
長　

地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
婚
活

　
　
　
事
業
に
つ
い
て
実
施
の
可
能
性

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

芳
賀
未
来
研
究
会
な
ど
連
携
を
し

な
が
ら
具
体
的
に
は
進
め
ら
れ
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入

　
　
　

所
希
望
者
は
常
に
50
人
を
超

え
て
い
ま
す
。
在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い

る
家
族
の
負
担
は
大
き
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
在
宅
寝
た
き
り
老
人
及
び

認
知
症
老
人
介
護
手
当
の
制
度
を
要

介
護
2
か
ら
の
支
援
に
な
ら
な
い
か

伺
い
ま
す
。

答　
町
長　

今
後
も
介
護
が
必
要

　
　
　

な
高
齢
者
が
増
加
す
る
た
め
、

介
護
保
険
な
ど
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
重
要
施
策
と
そ
れ
に
伴

う
財
源
な
ど
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

問　
平
成
27
年
度
に
は
介
護
制
度

　
　
　

の
見
直
し
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

特
徴
は「
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分

で
行
う
」
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
「
自

助
、
互
助
、
共
助
、
公
助
」
そ
し
て

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ

せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
大
変
厳
し
い

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
要
介
護
3
か

ら
で
な
い
と
特
養
施
設
に
入
所
で
き

ま
せ
ん
。
特
に
要
介
護
2
で
在
宅
介

護
さ
れ
て
い
る
方
の
苦
労
は
、
介
護
給

付
費
の
面
か
ら
も
大
変
貢
献
し
て
い

る
中
、
今
後
特
に
在
宅
で
の
介
護
は

重
要
に
な
り
ま
す
。
支
援
を
す
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　
町
長　

高
齢
者
支
援
課
と
健

　
　
　

康
福
祉
課
が
連
携
し
、
健
康

寿
命
を
延
ば
す
と
と
も
に
、要
介
護
を

つ
く
ら
な
い
た
め
、
健
康
ウ
エ
ル
ネ
ス

運
動
や
生
き
が
い
サ
ロ
ン
等
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。ま
た

在
宅
介
護
の
観
点
か
ら
、
介
護
対
象

者
の
医
療
機
関
の
受
診
が
容
易
な
も

の
と
な
る
よ
う
福
祉
有
償
運
送
や
介

護
タ
ク
シ
ー
の
利
用
助
成
な
ど
も
考

慮
す
べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
。

少
子
化
対
策

検
討
委
員
会
で
検
討

高
齢
化
に
伴
う
在
宅
介
護

支
援
の
充
実
を
！

関
係
機
関
と
協
議
調
整

一
般
質
問　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
一
般
質
問
の
内
容
は
、
質
問
・
答
弁
を
質
問
自
ら
要
約
執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

少子化対策と若年層の定住対策を！
町 しっかりと対策を検討

石川　保　議員
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歩
行
者
が
転
倒
死
亡
す
る
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。生
徒
の
保
険
加
入
の

状
況
は
。

答　
こ
ど
も
育
成
課
長　

保
険
は

　
　
　
あ
り
ま
す
が
加
入
は
任
意
で

強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、100
％

加
入
し
て
い
る
か
確
認
は
し
て
い
ま

せ
ん
。中
学
校
が
Ｐ
Ｒ
し
加
入
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

問　
市
貝
町
道
の
駅
が
オ
ー
プ
ン

　
　
　

し
、わ
ず
か
14
キ
ロ
の
間
に

道
の
駅
が
3
か
所
並
ぶ
状
況
と
な
り
、

ア
ク
セ
ス
の
悪
い
当
町
の
道
の
駅
、今

後
の
集
客
戦
略
に
つ
い
て
。

答　
町
長　

本
年
3
月
16
日
県
道

　
　
　
宇
都
宮
茂
木
線
芳
賀
市
貝
バ

イ
パ
ス
全
線
開
通
、4
月
20
日
に
は

道
の
駅
い
ち
か
い
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。道
の
駅
は
が
の
本
年
4
月
来

一
般
質
問　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
一
般
質
問
の
内
容
は
、
質
問
・
答
弁
を
質
問
自
ら
要
約
執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

小中学校の体力向上対策は
町 運動時間を増やすよう指示

小林　一男　議員　

問　
芳
賀
町
で
は
、学
校
教
育
に

　
　
　

単
独
事
業
と
し
て
学
習
指
導

助
手
の
配
置
や
英
語
指
導
講
師
、外

国
人
講
師
配
置
な
ど
手
厚
い
助
成
の

も
と
総
合
的
な
学
力
向
上
に
努
め
て

い
る
。全
国
学
力
テ
ス
ト
に
お
い
て
も

良
好
な
結
果
を
残
し
て
い
る
が
、芳

賀
中
学
校
は
荒
れ
た
子
ど
も
が
極
め

て
少
な
く
全
体
平
均
を
引
き
下
げ

る
要
因
と
な
ら
な
い
た
め
成
績
が
よ

か
っ
た
と
も
捉
え
ら
れ
る
。学
力
向
上

に
は
家
庭
と
の
連
携
が
重
要
だ
が
そ

の
方
策
は
。

答　
教
育
長　

中
学
校
独
自
に

　
　
　
「
学
び
の
す
す
め
」を
作
成
配

布
し
、各
教
科
の
家
庭
学
習
の
方
法

を
生
徒
だ
け
で
な
く
保
護
者
に
も
周

知
し
て
い
ま
す
。

問　
携
帯
ゲ
ー
ム
や
テ
レ
ビ
が
、子

　
　
　
ど
も
達
の
知
力
・
体
力
・
小
遣

い
ま
で
奪
っ
て
い
る
。節
度
あ
る
利

用
の
た
め
に
も
、ノ
ー
テ
レ
ビ
、ノ
ー

ゲ
ー
ム
デ
イ
を
設
定
し
て
は
。

答　
生
涯
学
習
課
長　

Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　

関
係
団
体
か
ら
も
話
が
出
て

い
る
の
で
、学
校
、教
育
委
員
会
と
連

携
し
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

問　
体
力
向
上
事
業
の
現
状
と
今

　
　
　

後
の
課
題
は
。

答　
教
育
長　

昨
年
度
の
全
国
体

　
　
　

力
・
運
動
能
力
・
運
動
習
慣
等

調
査
の
分
析
結
果
か
ら
、運
動
時
間

が
短
く
肥
満
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。調
査
8
項
目
中
、ボ
ー

ル
投
げ
・
上
体
起
こ
し
・
立
ち
幅
跳
び

は
全
国
平
均
100
に
対
し
91
〜
95
と
大

き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。小
中
学
校
に

は
登
校
か
ら
下
校
ま
で
の
間
に
時
間

を
見
つ
け
て
運
動
時
間
を
増
や
す
よ

う
指
示
し
ま
し
た
。

問　
芳
賀
東
小
の
学
童
保
育
は
運

　
　
　

動
場
も
な
く
、夏
休
み
に
は

100
人
に
膨
れ
上
が
り
す
し
詰
め
状
態

と
な
っ
て
い
る
。余
裕
の
あ
る
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
バ
ス
搬
送
す
る

方
策
は
と
れ
な
い
か
。

答　
こ
ど
も
育
成
課
長　

社
会

　
　
　

福
祉
協
議
会
と
話
し
合
い
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

問　
中
学
校
は
ほ
ぼ
全
員
自
転
車

　
　
　
通
学
だ
が
、小
学
校
時
か
ら

十
分
な
安
全
指
導
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
こ
ど
も
育
成
課
長　

実
施
に

　
　
　
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

問　
昨
年
茂
木
町
で
、中
学
生
が

　
　
　

自
転
車
で
歩
行
者
に
接
触
し
、

場
者
数
は
前
年
対
比
7
％
減
、5
月

に
は
10
％
減
と
な
り
ま
し
た
。今
後

は
、地
元
産
品
を
生
か
し
た
商
品
開

発
や
案
内
看
板
の
設
置
も
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　
案
内
看
板
に
つ
い
て
、宇
都
宮

　
　
　
方
面
か
ら
は
三
日
市
交
差
点

か
ら
旧
道
を
通
る
案
内
は
い
か
が
か
、

ま
た
、当
町
道
の
駅
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
と
隣
接
し
て
お
り
、自
転
車

利
用
者
の
取
り
込
み
も
で
き
る
。専

用
駐
輪
場
の
整
備
と
劣
化
の
激
し
い

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
整
備
す
る

考
え
は
。

答　
町
長　

提
言
を
検
討
し
出
来

　
　
　
る
も
の
は
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問　
道
の
駅
駅
長
の
今
後
の
役
割
・

　
　
　
期
待
す
る
こ
と
は
。

答　
町
長　

駅
長
は
、道
の
駅
全
体

　
　
　
を
把
握
す
る
も
の
で
す
が
、残

念
な
が
ら
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
面

も
あ
る
よ
う
で
す
。駅
長
の
力
量
で
大

き
く
変
わ
る
も
の
と
思
い
ま
す
の
で
、

し
っ
か
り
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

学
力
・
体
力
向
上
に
つ
い
て

道
の
駅
に
つ
い
て
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2.

1
へ
の
回
復
が
5
年
遅
れ
る
と
、

将
来
人
口
が
300
万
人
減
る
と
の
試
算

が
あ
る
。町
と
し
て「
地
域
戦
略
協
議

会
」設
置
の
考
え
、人
口
減
少
・
少
子

化
対
策
課
の
設
置
に
つ
い
て
進
捗
状

況
を
伺
う
。

答　
町
長　

人
口
減
少
を
食
い
止

　
　
　
め
る
た
め
に
本
町
の
と
る
べ

き
対
策
は
、出
生
率
の
向
上
や
人
口

流
入
定
住
促
進
、人
口
の
流
出
防
止
、

結
婚
対
策
等
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

具
体
的
に
は
、子
育
て
支
援
策
、保

育
料
の
補
助
等
、若
者
を
呼
ぶ
政
策
、

定
住
促
進
の
助
成
制
度
で
あ
る
。そ

の
た
め
に
町
版
の
戦
略
会
議
の
組
織

を
立
ち
上
げ
た
い
。ま
た
、議
員
の
一

般
質
問
を
受
け
、昨
年
7
月
に
少
子

化
対
策
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
た
。

人口減少・少子化から考える今後の町の行政運営について

町 少子化対策係を設置することを検討

水沼　孝夫　議員

　
「
真
の
文
明
は　

山
を
荒
さ
ず　

川
を
荒
さ
ず　

村
を
破
ら
ず　

人
を

殺
さ
ざ
る
べ
し
」田
中
正
造
の
教
え
で

あ
る
。自
然
を
守
り
、町
を
守
り
、人

を
守
る
。ま
さ
に
、人
口
減
少
・
少
子

化
対
策
の
根
底
に
あ
る
べ
き
理
念
と

考
え
る
。

問　
人
口
減
少
の
深
刻
さ
の
認
識

　
　
　
つ
い
て
多
く
の
国
民
は
人
口

減
少
の
深
刻
さ
を
十
分
に
認
識
し
て

い
な
い
。わ
れ
わ
れ
議
員
や
役
場
職

員
に
も
認
識
の
甘
さ
が
あ
る
。少
子

化
は
避
け
て
通
れ
な
い
と
言
っ
た
少

子
化
を
容
認
す
る
よ
う
な
認
識
が
間

違
っ
て
い
る
。少
子
化
は
や
が
て
自
治

体
を
消
滅
さ
せ
、子
ど
も
達
に
そ
の
つ

け
を
被
せ
て
行
く
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。町
の
基
本
的
な
ご
認
識
を
伺
う
。

答　
町
長　

市
町
村
別
将
来
推
計

　
　
　
人
口
で
は
、本
町
は
41
％
と
厳

し
い
数
字
で
あ
る
。人
口
減
少
の
深
刻

さ
と
将
来
に
わ
た
る
町
の
存
続
に
対

す
る
責
任
を
感
じ
る
と
と
も
に
、一
刻

も
早
く
具
体
的
対
策
を
講
じ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
国
の
試
算
で
は
あ
り
ま
す
が
、

　
　
　
20
〜
39
歳
の
女
性
は
ど
ん
ど

ん
減
っ
て
い
て
、時
間
と
の
勝
負
。仮

に
出
生
率
が
2.

1
へ
上
昇
し
て
も
、

対
応
が
遅
け
れ
ば
効
果
は
出
な
い
。

最
善
・
最
大
の
対
策
を
講
じ
る
と
と

も
に
長
期
的
視
点
か
ら
の
対
策
も
必

要
で
あ
り
、専
門
的
部
署
が
必
要
と

認
識
し
て
い
る
。組
織
改
革
を
し
、平

成
27
年
度
か
ら
新
た
に
少
子
化
対
策

係
を
設
置
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
行

く
。問　

人
口
減
少
・
少
子
化
対
策
の

　
　
　

見
直
し
に
つ
い
て
、つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
と
徹
底
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
よ
り
30
代
の
人
口
が
急
増
し

て
い
る
千
葉
県
流
山
市
の
例
が
あ
る
。

芳
賀
町
に
お
い
て
も
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
を

中
心
に
、今
後
、祖
母
井
地
区
へ
の
延

伸
と
そ
の
沿
線
開
発
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
地
の
利
を
生

か
し
た
政
策
を
構
築
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。人
口
減

少
・
少
子
化
対
策
は
子
育
て
支
援
だ

け
で
他
市
町
と
似
た
よ
う
な
対
策
を

「
総
花
的
」に
行
っ
て
も
効
果
が
出
な

い
の
は
、失
わ
れ
た
20
年
で
や
っ
て
き

た
現
状
を
見
れ
ば
、既
に
お
解
り
の

は
ず
、今
後
の
芳
賀
町
振
興
計
画
の

見
直
し
も
含
め
て
お
考
え
を
伺
い
ま

す
。答　

町
長　

指
摘
の
と
お
り
、

　
　
　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
は
何
に
焦
点
を
当
て
る
か

が
重
要
と
考
え
る
。基
幹
交
通
で
あ

る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
、さ
ら
に
は
町
の

中
心
部
で
あ
る
祖
母
井
地
区
へ
の
延

伸
と
沿
線
開
発
は
大
き
な
魅
力
に
な

る
と
考
え
る
。次
期
振
興
計
画
の
策

定
に
当
然
、少
子
化
対
策
を
重
点
課

題
と
し
て
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を
念

頭
に
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

問　
人
口
減
少
・
少
子
化
に
関
す

　
　
　

る
教
育
に
つ
い
て
グ
ラ
フ
は
、

第
一
子
出
生
時
の
母
親
の
平
均
年
齢

は
3
0.

3
歳
で
あ
る
。男
女
と
も
加

齢
に
伴
い
、妊
娠
す
る
能
力
が
減
弱

し
、ま
た
、妊
娠
中
や
分
娩
時
の
リ
ス

ク
や
出
生
時
の
リ
ス
ク
が
増
加
す
る

と
い
う
事
実
を
正
確
に
認
識
す
る
必

要
が
あ
る
。子
ど
も
達
に
ど
う
少
子

化
を
教
え
、共
に
考
え
て
行
く
の
か
、

未
婚
化
や
晩
婚
化
に
つ
い
て
ど
う
思

う
の
か
、自
分
達
の
未
来
を
揺
る
が

す
重
大
な
問
題
を
、オ
ブ
ラ
ー
ト
に

く
る
ん
だ
よ
う
な
教
育
を
し
て
い
て

良
い
の
か
、学
校
教
育
に
お
け
る
少

子
化
対
策
の
考
え
を
伺
う
。

答　
教
育
長　

子
ど
も
達
に
性

　
　
　

の
教
育
、生
命
に
対
す
る
意

識
を
ど
の
よ
う
に
持
た
せ
て
い
っ
た
ら

い
い
の
か
、女
性
と
し
て
、人
と
し
て

社
会
人
と
し
て
幅
広
い
教
育
、広
報

活
動
が
必
要
で
あ
る
。関
係
部
署
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
行
き
た

い
。

一
般
質
問　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
一
般
質
問
の
内
容
は
、
質
問
・
答
弁
を
質
問
自
ら
要
約
執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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一
般
質
問
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
一
般
質
問
の
内
容
は
、
質
問
・
答
弁
を
質
問
自
ら
要
約
執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

学校跡地など未利用財産の有効活用を問う
町 地域住民の皆さんとともに今後の活用方針を決定

増渕　さつき　議員

視
点
も
必
要
で
は
な
い
か
。

問　
平
成
17
年
度
に
町
内
小
学
校

　
　
　
の
統
合
が
完
了
し
、学
校
跡

地
は
旧
水
沼
小
学
校
の
み
が
未
利
用

と
な
っ
て
い
る
。平
成
19
年
に「
旧
水

沼
小
学
校
・
旧
高
橋
小
学
校
跡
地
利

用
検
討
委
員
会
」で
は
早
期
に
利
用

を
図
る
よ
う
答
申
書
を
と
り
ま
と
め

町
長
あ
て
諮
問
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　

町
と
し
て
の
活
用
方
針
を
伺
う
。

答　
町
長　

旧
水
沼
小
学
校
の
活

　
　
　
用
方
針
は
現
時
点
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。施
設
を
活
用
す
る
か
ど

う
か
判
断
す
る
場
合
、施
設
使
用
の

ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
、維
持
管
理
費

に
見
合
っ
た
活
用
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。文
部
科
学
省
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト

「
み
ん
な
の
廃
校
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

も
登
録
し
、利
用
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
が
活
用
に
は
至
っ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

今
後
の
活
用
方
針
を
決
定
し
て
ま
い

り
ま
す
。

問　
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
ば
か
り

　
　
　
で
な
く
町
民
の
財
産
と
い
う

答　
有
効
利
用
を
図
れ
る
よ
う
検

　
　
　

討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
平
成
20
年
10
月
3
日
に
全
館

　
　
　
オ
ー
プ
ン
し
た「
芳
賀
町
総
合

情
報
館
」は
町
民
会
館
内
の
図
書
室

か
ら
移
行
し
て
6
年
目
を
迎
え
る
。

　

町
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、各

学
校
に
図
書
館
司
書
を
配
置
し
、学

校
と
の
連
携
を
強
化
す
る
な
ど
、そ

の
成
果
は
児
童
・
生
徒
の
読
書
推
進

に
機
能
し
、平
成
24
年
度
に
は
芳
賀

北
小
学
校
が
子
ど
も
の
読
書
活
動
優

秀
実
践
校
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表

彰
を
受
け
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、読
書
量
は
年
齢

が
高
く
な
る
に
つ
れ
少
な
く
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。図
書
貸
し
出

し
サ
ー
ビ
ス
や
移
動
図
書
館
な
ど
利

用
促
進
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
教
育
長　

平
成
25
年
度
の
図

　
　
　
書
館
の
町
民
利
用
登
録
者
数

は
2
6.

9
％
、町
民
一
人
当
た
り
の

貸
出
点
数
は
4
点
で
す
が
、そ
れ
ぞ

れ
に
50
％
以
上
、5
点
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。新
小
学
一
年
生
の
新
規
登

録
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
の
利
用

促
進
の
強
化
を
図
っ
た
り
、幼
児
向
け

絵
本
や
専
用
の
椅
子
を
設
置
、高
齢

者
向
け
の
大
活
字
本
、録
音
図
書
の

蔵
書
を
行
い
、図
書
環
境
の
充
実
を

図
り
、魅
力
あ
る
図
書
館
を
目
指
し

ま
す
。ま
た
、幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
中

学
校
の
他
に
も
貸
出
団
体
の
拡
大
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

問　
電
子
図
書
館
の
導
入
は
ど
う

　
　
　
か
？ 

答　
教
育
長　

導
入
に
は
図
書
シ

　
　
　
ス
テ
ム
の
変
更
や
電
子
図
書

の
購
入
に
多
額
の
費
用
を
要
す
る
と

と
も
に
電
子
図
書
の
種
類
も
少
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。し
か
し
、幅
広
い

年
齢
層
に
読
書
を
推
進
す
る
手
段
と

て
有
効
と
考
え
て
お
り
、今
後
は
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
や
他
館
、業
界
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
電
子
図
書
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問　
秋
の
読
書
週
間
に
あ
わ
せ
て

　
　
　
「
図
書
館
ま
つ
り
」な
ど
の
企

画
は
あ
る
か
？ 

答　
教
育
長　

例
年
実
施
し
て
い

　
　
　
る
町
の
生
涯
学
習
全
般
の
学

び
発
表
の
場
で
あ
る「
生
涯
学
習
ま
つ

り
」の
一
環
と
し
て
、本
年
度
か
ら
お

話
し
会
や
リ
サ
イ
ク
ル
、講
話
会
等

を
同
時
に
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

活
用
方
針
を
決
定

芳
賀
町
総
合
情
報
館

図
書
館
利
用
促
進
は
？

町
民
利
用
登
録
者
数
50
％
以
上

　

貸
出
数
５
点
以
上
を
目
指
す

〈旧水沼小学校〉
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平
成
26
年
第
4
回
町
議
会
臨
時
会

は
、7
月
3
日
の
1
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。主
な
議
案
は
工
事
請

負
契
約
と
農
業
委
員
の
推
薦
に
つ
い

て
で
す
。

　
□
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
損

害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
）

内
容　

今
回
の
物
的
損
害
賠
償
は
、

町
有
車
と
相
手
方
自
転
車
の
事
故
で
、

賠
償
額
３
万
８,
６
５
１
円
で
、全
額

を
全
国
自
治
協
会
公
用
車
事
故
共
済

保
険
で
対
応
し
ま
し
た
。人
身
損
害
に

つ
き
ま
し
て
は
、ケ
ガ
が
完
治
し
た
後

損
害
賠
償
の
額
を
確
定
し
、和
解
締

結
す
る
予
定
で
す
。　

（
質
疑
・
討
論
な
し
・
原
案
可
決
）

　
□
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

内
容　

芳
賀
中
学
校
屋
内
運
動
場

耐
震
補
強
及
び
大
規
模
改
造
工
事
請

負
契
約
で
す
。事
後
審
査
方
条
件
付

き
一
般
競
争
入
札
で
す
。

▼
契
約
金
額　

２
億
５,
３
０
4
万

　

４
千
円

▼
相
手
方　
　

芳
賀
町
大
字
祖
母
井

　

５
０
０
番
地

▼
竹
石
建
設
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

竹
石　

峰
夫

質
疑　

小
林　

一
男
議
員

（
討
論
な
し
・
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
農
業
委
員
会
の
学
識
経
験

を
有
す
る
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

内
容　

農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
基
づ
き
次
の
3
名
が
農
業

委
員
に
推
薦
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
原
案
可
決
）

祖
母
井
地
区　
　

荒
井 

君
江
さ
ん

南
高
根
沢
地
区　

渡
部 

洋
子
さ
ん

水
橋
地
区　
　
　

大
野
谷 

幸
さ
ん

□

〈〈  

報　
　
報　
　

    

告告  

〉〉
南

〈〈  

契　
　
契　
　

    

約約  

〉〉

〈〈  

発　
　
発　
　

    

議議  

〉〉

７月３日臨時会の概要

各常任委員会議会閉会中の所管事務調査各常任委員会議会閉会中の所管事務調査

　総務・教育民生・産業建設の各常任委員会は、最終日６日に所管
事務調査のテーマを議長に申出し、採決の結果許可されました。
　各常任委員会は、閉会中に次のテーマについて調査研究を行い、
１２月議会定例会までに調査結果を報告します。

常任委員会名 調査の内容 調査の目的

総務常任委員会
災害時における議会
の対応について

平成 23 年３月 11 日の東日本大震災で芳賀町
でも甚大な被害を被った。災害時において、
議会として迅速かつ適切な対応を実施するた
めの調査研究をする。

教育民生常任委員会 介護予防について
要介護者の増加に伴い、年々介護保険特別会
計が厳しくなると予想される。元気な生活が
送れるよう予防策等を調査研究する。

産業建設常任委員会
遊水地の有効利用に
ついて

芳賀遊水地が計画されているので、住民の憩
いの場及び道の駅や温泉等への集客にもつな
がるような一体化した観光資源としての利活
用を調査研究する。
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　21 年前私たち夫婦は、芳賀町に引っ越
してきました。何もわからず、小さな子ど
もを連れて毎日を過ごしていたことを覚え
ています。
　１年を過ぎたころには、近所の方や商店
街の方会う人みんなが声をかけてくれて、
自分もこの町の仲間になったのだと感じる
ことができるようになっていました。
　祖母井地区は、新居を建てたり、アパー
トに越してきたりと住民が増えています。
みなさんに伝えたいことは、芳賀町のひと
たちはちょっと方言が強くてけんか腰な喋

　数年前、結婚・出産を機に実家のある芳
賀町に戻ってきました。
　「一人一人が自分の内側に灯りをともす
ことでお互いを照らしあい、影響を受け
あって一緒に成長をしていくこと。それこ
そが教育の本質である」
　これは 19世紀にデンマークで教育改革
をおこしたグルントヴィという一人の牧師
の方の言葉だそうです。
　私自身子どもを持つ身になり、初めてこ
の言葉を耳にした時に感じたことは、教育

りかたをしていますが、本当はいろいろ世
話を焼いてくれ、心配してくれる方たちで
す。わたし的には「遠くの親より近くの他
人」です。子育てから介護まで、役場もそ
うですが近所のみんなに相談してみてくだ
さい。きっといっしょに考えてくれると思
います。
　議員の皆さん、役場の職員の皆さん、町
民一人一人のニーズに応えるのは難しいか
もしれませんが、自分の悩み事を聞くのと
同じように耳を傾け、対応していただける
ことを期待しています。

というものは学校や社会の中でだけで行わ
れるものではなく、まずは家庭においてお
互いに一人の人間として向き合い、大人も
子どもと共に成長していくことが大切なの
かもしれないということでした。
　果たして今の自分にそれが出来ているの
だろうか？子育てと仕事に追われながら自
問自答の日々です。
　今後も子どもたちと共に大人たちも成長
していけるような、そんな町づくりを望み
ます。

藤本　彩代子さん
（祖母井）

大島　もも子さん
（東水沼）

芳賀町の仲間に

灯りをともすこと

　議会だよりは、私たちが住んでいる芳賀
町の問題や課題、未来の暮らしを決定する
事業計画などが掲載されています。
　多様な価値観を持つ若者を始めとする町
民の皆さんが、気軽に行政や議員と意見交
換できる場を設けてみてはいかがでしょう
か。その若者の未婚者が多いことは町とし
ても問題ではないでしょうか。私たちの集
落から小学校に入学する子どもは数年間お
りません。少子化対策の第一歩は若者の結

婚です。　
　問題は本人ですが、将来を担う若者のた
めに町からの支援策をもっと多くお願いし
ます。地域にある伝統行事等に気軽に参加
できる環境を整え、町全体で若者の人材育
成を継続していくことによって、地域活性
化の一歩につながると思います。
　思いやりがあり、美しい故郷に誇りの持
てる町を目指し、将来を担う人たちが積極
的に伝統を受け継いでほしいと思います。

矢口　務さん
（上稲毛田）

若者が住み良い町に
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新
聞
と
は
奇
な
る
も
の
で
す
。
各

紙
と
も
正
確
で
公
正
な
紙
面
づ
く
り

を
謳
っ
て
い
ま
す
が
、
ひ
と
つ
の
事

が
ら
に
つ
い
て
新
聞
に
よ
っ
て
論

調
が
変
わ
り
、
否
定
す
る
紙
、
肯
定

す
る
紙
さ
ま
ざ
ま
あ
る
こ
と
は
ご
承

知
の
と
お
り
で
す
。
中
に
は
、
見
出

し
で
一
見
否
定
し
て
い
る
よ
う
で
も
、

読
み
進
め
る
う
ち
に
肯
定
の
論
調
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　

各
紙
の
立
位
置
や
担
当
記
者
の
思

念
、
何
よ
り
商
売
と
し
て
発
行
部
数

を
伸
ば
す
こ
と
が
大
事
で
す
か
ら

「
マ
ッ
チ
で
火
を
つ
け
ポ
ン
プ
で
火
を

消
す
」
よ
う
な
誌
面
づ
く
り
は
仕
方

な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

議
会
だ
よ
り
は
定
例
議
会
ご
と
、

執
行
部
の
提
案
内
容
、
審
議
内
容
、

一
般
質
問
の
抜
粋
な
ど
議
員
全
員
の

活
動
状
況
を
公
平
公
正
に
周
知
す
る

も
の
で
、
誌
面
作
り
に
携
わ
る
議
員

は
慎
重
に
編
集
校
正
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
個
議
員
の
私
念
が
強
く
反
映

し
、
個
人
の
議
会
報
告
広
報
ま
が
い

と
な
ら
な
い
よ
う
、
今
後
と
も
研
さ

ん
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　

委
員　

小
林　

一
男
）

平成26 年
5月
 20日 ･企業団例月出納検査
     ･北海道美幌町議会議員行政視察
 24日 ･町制施行６０周年記念式典
 26日 ･議会運営委員会
 28日 ･チャレンジデー　
    
6月
  3日 ･定例会（～６日）
 13日 ･郡市町議長定例会
 15日 ･消防団夏季点検
 20日 ･例月出納検査
     ･企業団例月出納検査
 25日 ･中部環境臨時会 企業団臨時会

7月
  2日 ･県土整備委員会現地調査
   3日 ･臨時議会
 10日 ･静岡県清水町議会議員行政視察
 15日 ･議員会 LRT 勉強会

ＬＲＴ勉強会
　7 月 15 日　荒川宇都宮市副市長さんを招
き、議員会主催による勉強会を開催しました。
基幹交通ができると、宇都宮市への朝夕の交
通緩和と周辺のまちづくりへと発展していく
可能性が大きくなる等研修しました。

　芳賀町の「議会だより」は、年４回と随時に臨時号
を発行し、町内各戸や関係機関へ配布しております。
　皆さまに、議会がより親しまれる身近なものとな
れるよう「議会だより」の表紙を飾る写真を募集い
たします。
テーマ「元気な芳賀町」（人物・風景等は問いません。）
応募上の注意
　・応募者は町民に限ります。
　・プリント（Ｌ版以上）またはデ
　　ジタルデータのタテ型
　・編集の都合上、作品のトリミン
　　グを行う場合がありますので、
　　あらかじめご了承ください。
　・撮影者自身に著作権のある未発
　　表、未公開の作品
　・被写体が人物の場合は、必ず本人の承諾を得て
　　応募してください。
　・応募の際は、 住所、 氏名、 電話番号のほか、 撮影
　　場所、作品のタイトルを明記してください。
審査方法　芳賀町議会広報常任委員会にて審査します。
応募締切　平成26年９月16日（火）　
応　募　先　芳賀町議会事務局
そ の 他
　　採用者には粗品を進呈します。
　　次号は 11月発行予定です。

〈次回の定例会開催予定日は９月２日（火）です〉

※議会定例会の模様をその日の20:00～と再放送を翌日8:00～に放映

はがチャンネルも見てね !!

議会だよりの表紙写真を募集！


